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第 246 回　京都市考古資料館文化財講座　　　　　　　　　　　　　　　　　　2013 年 6 月 29 日

西堀川跡
―京都地方気象台構内の調査より―

(財 )京都市埋蔵文化財研究所　高橋 潔

はじめに

京都市中京区西ノ京笠殿町所在の京都地方気象台の構内で発掘調査を 2012（平成 24）年に行い

ました。この場所は平安京右京二条二坊十一町の東端と西堀川小路にあたっており、桃山時代に築

かれた御土居跡にもあたっています。

１　京都地方気象台構内の調査

京都地方気象台構内に京都地方合同庁舎の新築工事が計画されたため、京都市文化市民局都市推

進室文化財保護課が試掘調査を実施、遺構が良好に遺存していることが明らかとなりました。これ

を受けて（財）京都市埋蔵文化財研究所が発掘調査を行いました。調査の期間は 2012 年５月８日

から９月７日の４か月間、掘削土の仮置きの都合で調査区を北と南に分けて行いました。調査の面

積は 1,257 ㎡でした。

調査の概要

①　桃山時代の御土居跡

現代盛土を 50 ㎝取り除くと遺構面となり、おおよそ調査区の西半分が堀、東半分が土居（土塁）

部分にあたっていました。堀は遺構面から約 2.5 ｍの深さで掘り込まれ、西の端は確認できません

でしたが幅 14 ｍ以上ありました。土塁はわずかに基底部を確認しましたが、本体は堀を埋めるた

めにほぼ全体が削られていました。堀の東肩口は幅２～３ｍ、深さ１ｍ前後を堀窪めて、粘土質の

土を入れて、犬走り状の平坦面を作り、土塁の盛土はその東に積み上げられたとみられます。土塁

基底の東端は確認できませんでしたが、土塁の幅は 20 ｍ以上あります。

②　西堀川（紙屋川）の堆積層

西堀川（紙屋川）の堆積層は、厚さ 2.5 ｍにも及ぶ砂礫層です。平安時代中期以降、中世にかけ

て大雨のたびに何度も氾濫して、上流から運んできた土砂を溜め込んで 2.5 ｍもの厚さになったと

みられます。西半の堆積層は御土居の堀の掘削により失われていますが、広い範囲に西堀川（紙屋

川）による氾濫堆積の影響があったようです。

この氾濫堆積層の途中にも、路面整地層（路面）や耕作に伴う溝などがあり、氾濫のない安定し

た時期には道路の復旧が行われたり、田畑として利用されたりしたようです。

③　平安時代の西堀川小路

2.5 ｍに及ぶ氾濫堆積層の下には、平安時代前期の西堀川小路を検出しました。西堀川小路は、

後述のように特殊な道路です。

今回の調査では西堀川小路の西 2 ／ 3 程度を南北約 25 ｍ分検出しており、西堀川と両側の道路

部分と西側溝を確認しました。西堀川小路の西側は右京二条二坊十一町の宅地にあたりますが、先

の御土居堀によって壊されて、残っていませんでした。

西堀川（溝 16・135）は幅５～６ｍ、深さは検出面より最大 1.3 ｍ、深いＵ字状の断面です。東

西両壁や底も強い流れによって削りこまれた状態がみられ、東西両岸には何列もの護岸のための杭

が打たれていました。全体に砂礫によって埋まっていました。

西堀川の東西両側は道路面の筈ですが、後世の氾濫によって削られて、路面整地とみられる礫敷

（路面 137）を部分的に確認したにすぎません。西側の道路幅は４ｍ前後でした。

西側溝（溝 14・136）は幅４～５ｍ、深さは検出面から１～ 1.2 ｍ、断面がＶ字状の溝です。底

部には黒色粘質土が堆積して、土器や木製品などが多く出土した。通常の側溝よりも、幅が広く、

深く掘られていました。

２　西堀川跡

西堀川は、平安京造営時に左京の堀川とともに計画的に京内に組み込まれた人工河川です。堀川

は左京の堀川小路、西堀川は右京の西堀川小路の真中に造られたもので、川の両側には幅２丈（６

ｍ）の道路が敷設されていました。『延喜式』京程に記された内容を検討すると、川の幅は４丈（12

ｍ）であったようです。小路でありながら、大路並の道路幅（８丈：24 ｍ）あったとされています。

西堀川は、鷹峯に源流を持つ紙屋川を引き込んだ運河で、資材の運搬や庭園の池への水源として

利用されていたようです。ただ、紙屋川は暴れ川として著名な川で、昭和の初めに流路を新たに西

へ掘って現在の天神川に接続されるまで、大雨のたびに氾濫を繰り返して周囲の家々に被害を与え

てきました。

さて、西堀川はこれまでに発掘調査や立会調査で何度も確認されてきました。実際に西堀川小路

の中央に作られていましたが、実際の幅は 2丈（６ｍ）前後と狭かったことがわかっています。そ

して、やはり大雨のたびに氾濫を繰り返し、平安時代中期ごろには埋まってしまい、河川としての

機能を失ってしまうようです。もっとも顕著な例が今回の調査といえるでしょう。
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３　御土居跡

御土居は、天下統一をなした豊臣秀吉が、天正十九年（1591）軍事的防御と洪水対策のために京

の町を取り囲むために築きました。外側に堀を備えた大規模な土塁で、北は上賀茂・鷹峯、西は紙

屋川から東寺、東は鴨川、南は九条通まで南北 8.5km、東西 3.4km、総延長は 22.5km に及んでいた

といわれます。ごく短期間で作られたと考えられ、最近の研究では閏正月に作り始め、二月には過

半成就したともいわれています。

御土居の堀と土塁は、明治時代までは市内各所に残されていましたが、大正時代頃には大半が壊

されたようです。土塁を壊し、その土で堀を埋めたようです。現在も土塁が残されている 9か所に

ついては史跡に指定され、「史跡　御土居」として保存されています。今回の調査地のすぐ南にも、

市五郎大明神の境内として、土塁が良好に保存されています。また、「御土居の袖」にあたる北野

中学校の構内、御土居北辺の大宮交通公園内の２か所に史跡に指定されていない土塁が残されてい

ます。

このほかに、発掘調査でも土塁と堀を確認した例があります。発掘調査では、土塁部分は既に壊

されていて基底部の盛土がわずかに確認される程度ですが、堀部分は壊した土塁の土によって埋

められており、良好に残っています。土塁部分の基底部は幅約 20 ｍ、堀は幅 12.5 ～ 20 ｍ、深さ

1.5 〜 2.5 ｍありました。土塁の土は外側に掘る堀の土を盛り上げたと考えられます。

おわりに

今回の京都地方気象台における調査では、平安時代前期の西堀川小路と桃山時代に築かれた御土

居を検出しました。この西堀川小路と御土居（土塁基底部）の間には、約 2.5 ｍの厚さで砂礫層が

堆積していました。これは、平安時代から氾濫を繰り返した西堀川の溜め込んだもので、広範囲に

広がっていたことがわかっています。

平安京の右京域は、衰退が早く平安時代中期以降には人が住めない状態になったといわれていま

す。今回の調査で確認した氾濫堆積層は、右京衰退の一因であると思えるほどの砂礫堆積でした。

桃山時代に豊臣秀吉が防御と洪水対策のために築造した御土居が、この洪水堆積の上に築かれたこ

とは面白い歴史的現象といえるのではないでしょうか。

（参考）京都地方気象台の略歴（『京都気象100年 京都地方気象台創立100周年記念誌』1981年 3月）

明治 13 年（1880）10 月 「観象台」京都御苑内に創立。気象観測開始。（堺町御門の北東約100ｍ）

明治 14 年（1881）３月 「京都府測候所」と改称。

大正 2 年（1913）４月 現在の西ノ京笠殿町 38 へ移転。（木造、モルタル平屋、一部３階）

昭和 14 年（1939）11 月 国営に移管、「京都測候所」に改称。

昭和 32 年（1957）９月 京都地方気象台に昇格。

昭和 43 年（1968）３月 庁舎改築　（鉄筋コンクリート２階建、一部３階）
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